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当面のスケジュール

5月 10日（月） パークゴルフの会

5月13日（木） パソコン勉強会

5月22日（土） 学習会

5月24日（月） パークゴルフの会

5月27日（木） パソコン勉強会

5月 7日、14日、21日、28日（金）

囲碁を楽しむ会

学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
活
動
セ
ン
タ
ー
に
7

名
リ
モ
ー
ト
で
9
名
の
計
16
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
事
前
に

杉
山
洋
雄
さ
ん
よ
り
送
ら
れ
た

案
内
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
く
こ

と
で
、
立
上
げ
自
体
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
き
ま
し
た
。
学
習
会
の
内
容

は
、
リ
モ
ー
ト
参
加
者
か
ら
の
画

像
の
見
え
方
の
確
認
、
各
種
機

能
の
説
明
、
画
面
共
有
の
仕
方
、

挙
手
に
よ
る
質
問
の
方
法
な
ど

の
講
義
と
質
疑
で
し
た
。

今
回
は
初
め
て
と
言
う
こ
と
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
ど
の
様
な
も

の
か
体
験
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に

行
い
ま
し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
無
料

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
開
催

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
は
意
外
と
簡
単

会

員

往

来

退
会
会
員
（3
月
末
）

・御
崎

孝
義
さ
ん

事
務
局
と
し
て
の
ご
活
躍
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
（4
月
入
会
）

・武
次

秀
（タ
ケ
ツ
グ

シ
ゲ

ル
）さ
ん
。

お
住
ま
い
は
平
塚

市
千
石
河
岸
で
す
。

・小
澤

昌
美
（オ
ザ
ワ

マ
サ

ミ
）さ
ん
。

お
住
ま
い
は
平
塚

市
平
塚
で
す
。

こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
は
、

活
動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
講
師

の
杉
山
洋
雄
さ
ん
よ
り
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
一
挙
に
有
名
に
な
っ
た

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
平
塚
Ｍ
Ａ
Ｃ
で
も

活
用
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
3
月
11
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

準
備
不
足
と
不
手
際
も
多
々

あ
り
ま
し
た
が
、
接
続
が
う
ま

く
い
き
、
皆
さ
ん
と
の
画
面
共

用
も
容
易
に
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
使
っ
て
み
て
の
問

題
点
が
把
握
で
き
た
こ
と
で
、

初
期
の
目
的
は
達
成
で
き
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
把
握
で
き
た
こ
と
は
、

①
活
動
セ
ン
タ
ー
に
多
人
数
で

会
議
の
40
分
ま
で
の
時
間
制
約

へ
の
対
応
方
法
や
、
発
言
の
仕

方
に
工
夫
が
要
る
こ
と
も
分
り

ま
し
た
。

今
後
、
使
い
込
ん
で

慣
れ
る
こ
と
や
、
使
う
対
象
を

工
夫
す
れ
ば
、
も
っ
と
活
用
が

進
み
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

編
集
員

山
本

和
昭

記

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
行
う
に
は
通
信

環
境
に
無
理
が
あ
り
（今
回

た
び
た
び
通
信
断
が
あ
り
）、

ホ
ス
ト
を
含
め
各
在
宅
で
行

う
事
が
本
来
の
目
的
で
も
あ

る
の
で
、
在
宅
が
良
い
と
感
じ

ま
し
た
。

②
音
声
は
発
言
者
の
み
ミ
ュ
ー

ト
解
除
（マ
イ
ク
オ
ン
）と
し
、

他
の
参
加
者
は
ミ
ュ
ー
ト
が

聞
き
や
す
い
。

③
今
回
3
人
以
上
の
40
分
制

限
で
、
再
接
続
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
2

名
の
場
合
は
無
制
限
で
す
の

で
、
活
用
さ
れ
る
と
良
い
で
す
。

④
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ソ
フ
ト
の
事
前
イ

ン
ス
ト
ー
ル
は
接
続
ト
ラ
ブ

ル
が
少
な
い
こ
と
が
解
り
ま

発行責任者

平塚ＭＡＣ

池田 忠宏

飛

翔

し
た
。

今
後
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
こ

の
様
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を

継
続
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
節
は
今
回
不
参
加

の
方
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

個
別
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

方
も
ご
連
絡
下
さ
い
。

杉
山

洋
雄

記

3
月
11
日
に
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
が
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
模
様
を

飛
翔
編
集
員
、
企
画
提
案
者
、
参
加
者
、
講
師
か
ら
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参加者の顔ぶれ（ＰＣ画面より）

実

施

し

て

良

か

っ
た

後

は

使

い
慣

れ

準
備
段
階
か
ら
、
本
番
と
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
色
々

あ
り
ま
し
た
が
と
り
あ
え
ず
良

か
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
は
使
い
な
が
ら
慣
れ
て
い

け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
提
案
者
と
し

て
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
話
人

中
村

輝
夫

記

2

時

間

楽

し

く

過

ご

し

ま

し

た

2
時
間
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
メ
ー
ル
と
は
違
う
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
味
は
忘
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
少
し
は
自
習
を
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
会
え
な
い
孫
や
友
達
な

ど
の
顔
を
見
た
い
で
す
ね
。

も
っ
と
輪
を
広
げ
て
Ｍ
Ａ
Ｃ

の
打
ち
合
わ
せ
や
学
習
会
な
ど

に
応
用
し
た
い
も
の
で
す
。
良
い

体
験
を
し
ま
し
た
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。池

田

忠
宏

記

講

習

で

把

握

出

来

た

問

題

点

が

四

点

活

動

セ

ン
タ

ー

と

自

宅

を

リ

モ

ー

ト

で

接

続

提
案
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想

講

師

の

感

想

パソコン勉強会
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た
o

復賊接で海産物等轍売

早成2 3毎定時総会で灘義

律粗鋼銅

平成23年に義援金贈る

石巻市長から礼状

二三二三薄幸

`　¥　　やす1f∴二細..　・ “子‾　/・  .ノンノ〆二〆

2011年3月11日あの日総てが変わってしまいました。 「行ってきま

す」と出てきた家も「行ってらっしゃい」と見送り、見送ってくれた家族も、

見慣れた景色も、さっきまで働いていた職場も仲間も。どれか一つ欠けても

立ち直れないような出来事を、一度に総てを失ってしまった人が、あの日ど

れほどいたでしょう。

現状を知れば知るほど、絶望と深い悲しみに暮れる私達に、発災後すぐに

国や県、他市町村をはじめ、様々なな企業o団体。個人の方々が、国内外か

ら沢山の手を差し伸べてくださりました。こんなにも、私達を想ってくれる

温かい手があることを、私達は震災を通じて知ることができたのです。

その温かい手があったからこそ、今日の私達があります。

私達は差し伸べられた手を“決してて忘れてはならない"　そう心に刻み、

生き残った者の使命として後世へと、この震災を伝承し手を差し伸べてくだ

さった方々へ、感謝の心を忘れずに、これからも歩んで参ります。

震災から10年、復興完結まであと一歩となりました。 10年目の区切り

として、ここに石巻市民を代表して、心より感謝申し上げます。

令和3年3月　石巻市長　亀山絃

どうぞ皆さんコロナが落ち着きましたら、石巻市にいらしてください。皆さ

まからのご支援を肌で感じていただければ幸いです。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
目
に
あ
た
り
、
そ
の
と
り
く
み
の
軌
跡
を
機
関
紙
「
飛
翔
」

で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
三
月
に
発
生
し
て
か
ら
、
平
塚
M
A
C
は
定
時
総
会
で
「
東

日
本
大
震
災
に
対
す
る
特
別
決
議
」
を
し
て
、
義
援
金
を
贈
っ
た
り
学
習
会
で
平
塚
市
防

災
危
機
管
理
課
の
防
災
講
演
会
や
会
員
の
体
験
談
の
講
演
等
を
行
な
い
ま
し
た
。
又
、
復

興
支
援
に
対
し
て
、
こ
の
た
び
石
巻
市
長
か
ら
礼
状
の
あ
っ
た
会
員
も
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日
発
行
「
飛
翔
」
一
一
五
号
か
ら

甚
大
な
被
災
に
心
を
痛
め

定
時
総
会
で
特
別
支
援
決
議
を
す
る

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

過
去
に
例
を
見
な
い
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
の
心

情
に
M
A
C
の
会
員
も
心
を
痛

め
、
M
A
C
と
し
て
何
か
で
き

な
い
か
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
高
齢
者
の
多
い
M
A
C
に

で
き
る
こ
と
は
義
援
金
を
贈
る

こ
と
と
の
結
論
に
な
り
、
四
月

の
定
時
総
会
で
　
「
東
日
本
大
震

災
支
援
特
別
決
議
」
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま

っ
た
義
援
金
は
約
十
八
万
三
千

円
を
平
塚
市
義
援
金
窓
口
に
届

け
ま
し
た
。

は
海
岸
か
ら
六
キ
ロ
の
位
置
に

あ
り
、
津
波
は
一
キ
ロ
手
前
で

止
ま
り
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
し

か
し
被
災
地
を
見
渡
し
た
と
き

は
言
葉
が
出
な
い
種
の
惨
状
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

目
の
今
年
三
月
に
石
巻

市
長
か
ら
平
塚
M
A
C

(
西
田
)
　
に
礼
状
が
届

き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
翌
年
の
平
成
二

十
四
年
四
月
か
ら
六
年

間
、
中
央
公
民
館
の
運

営
委
員
を
務
あ
ま
し
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中
央
公
民
館
の
お
祭
り
で
…

あ
る
「
中
央
フ
ェ
ス
タ
」
　
の
刑

模
擬
店
で
、
「
東
日
本
大
震
…

災
復
興
支
援
」
の
海
産
物
等
…

の
販
売
や
陶
器
の
売
り
上
げ
…

を
石
巻
市
に
贈
っ
て
き
ま
し
時

た
。
又
、
他
の
平
塚
M
A
C
…

会
員
は
バ
ス
に
よ
る
現
地
視
…

察
会
に
参
加
さ
れ
た
人
も
い
…

ます。　　　　　　　　。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
発
行
「
飛
翔
」
一
一
七
号
か
ら

原
発
事
故
被
害
で
緊
急
避
難
命
令

津
波
の
被
災
地

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
二

日
の
M
A
C
の
学
習
会
で
、
二

名
の
会
員
か
ら
体
験
談
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
の
親
族
が
住
ん
で

い
た
南
相
馬
市
は
、
原
発
事
故

の
被
害
拡
大
に
伴
な
い
、
緊
急

避
難
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
小
限
の
所
持
品
で
、
八
人
の

家
族
が
小
学
校
体
育
館
、
福
島

に
言
葉
を
失
う
惨
状

県
内
知
人
宅
、
休
館
中
の
温
泉

旅
館
、
お
寺
、
相
馬
市
内
ア
パ

ー
ト
を
延
べ
二
週
間
に
渡
り
避

難
し
続
け
た
苦
労
と
不
便
、
不

安
の
生
活
体
験
を
話
さ
れ
ま
し

た。

又
、
佐
々
木
さ
ん
は
地
震
発

生
か
ら
二
ケ
月
過
ぎ
た
五
月
初

め
に
福
島
県
相
馬
市
を
見
て
ま

わ
っ
た
情
報
等
す
。
義
理
姉
宅


